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2025 年 1 月 8 日 

報道関係各位 

GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 

 

保育・教育業界のキャッシュレスを推進するエンペイがジョイン 

～社会に変革をもたらすスタートアップとの資本提携で、更なる事業拡大を目指す～ 

 

GMO インターネットグループにおいて、総合的な決済関連サービス及び金融関連サービスを展開する GMO

ペイメントゲートウェイ株式会社（東証プライム市場：証券コード 3769、代表取締役社長：相浦 一成 以

下、GMO-PG）は、2025 年１月 8 日（水）、保育・教育業界のキャッシュレス化・DX を推進する株式会社

エンペイ（代表取締役社長：森脇 潤一 以下、エンペイ）の株式を取得し、連結対象会社としました。 

GMO-PG は日本国内のキャッシュレス化を加速させるため、各業界におけるキャッシュレスの普及を積極的

に推進しており、このたびのエンペイのジョインは、現金でのやりとりが多い保育・教育業界を開拓する上

で重要なドライバーとなります。今後もデジタル技術で社会の課題を解決するスタートアップ企業と、事業

シナジーを創出する資本提携を行ってまいります。 

【背景と概要】 

エンペイは、「やさしいフィンテックを。」というミッションのもと、保育・教育業界に向けて集金業務のキ

ャッシュレス化・DX を実現する FinTech×SaaS プラットフォームを提供しています。「enpay」「koufuri+」

を主力サービスとし、2018 年 11 月の創業以来、成長を続けています。また、エンペイが持つ独自のビジネ

スモデルや先進性は、日本経済新聞社と金融庁が共催する日本最大級の FinTech カンファレンス

「FIN/SUM2021」（※1）や東洋経済新報社が監修する「すごいベンチャー100」での選出（※2）のほか、直近で

はベビーテックサービスを表彰する「BabyTech® Awards 2024」における保育 ICT 一般部門の最優秀商

品「保育 ICT 一般部門 大賞」の受賞など外部から高い評価を得ています。導入施設数は全国の保育園やこ

ども園、幼稚園、学童施設を中心に 2,400 施設を超え（※3）、岡山市・熊本市をはじめとした自治体への導入

も多く進み、サービスの流通額はリリースから累計 230 億円を突破しました（※3）。 

GMO-PG とエンペイは、2020 年に業務提携を、2023 年に資本提携をそれぞれ行い、エンペイの保育・教育

業界の顧客基盤や知見と GMO-PG の決済サービスを掛け合わせ、保育・教育業界へのキャッシュレス普及を

ともに推進してきました。そしてこのたび GMO-PG は、いまだ現金でのやりとりが多く存在する保育・教育

業界のキャッシュレス化を加速するべく、エンペイを連結対象会社にしました。 
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（※1）「次世代の成長が期待されるスタートアップ企業 41 社」に選出 

（※2）週刊東洋経済（2021 年 9 月 4 日号） 

（※3）エンペイ調べ。2025 年 1 月 8 日時点 

 

【GMO ペイメントゲートウェイの仲間づくり（※4）について】 

GMO-PG は「社会の進歩発展への貢献と 25％の営業利益成長の継続」を目指し、オンライン化・キャッシュ

レス化・DX などを支援する決済を起点としたサービスの提供と、社会に変革をもたらす国内外のスタートア

ップ・FinTech 企業への戦略的資本提携を積極的に行っています。2010 年に対面決済事業を展開する GMO

フィナンシャルゲート、2018 年に医療業界の DX を推進する GMO 医療予約技術研究所など、顧客基盤を持

ち、デジタル技術で社会の課題を解決する企業にジョインいただいています。事業会社ならではの価値を提

供し、イノベーションパートナーとして相互に成長できる関係を築き、日本のキャッシュレス化推進に向け

た事業を拡大しています。 

今後も、事業シナジーの創出を共に目指せるスタートアップ・FinTech 企業との資本提携に取り組んでまい

ります。 

（※4）GMO インターネットグループでは、一般的な「M＆A」という言葉ではなく「仲間づくり」と表現しています 

 

【株式会社エンペイについて】（URL： https://www.enpay.co.jp/corporation ） 

エンペイは、「やさしいフィンテックを。」というミッションのもと、保育・教育業界に特化した集金業務の

キャッシュレス化・DX を実現する FinTech×SaaS プラットフォームを提供しています。 

保育・教育業界は、従来現金集金が主流となっており、パソコン利用業務も少ないことから、いまだ現金で

のやりとりが多く存在しています。集金前後には金額の周知・領収書の発行・未払いの保護者への催促など

多岐にわたる事務作業が施設側に発生し、保護者側も現金を用意する手間があります。このような課題に対

しエンペイは、チャットアプリなどデジタル時代のニーズを取り込みながら、請求から決済、入金消込管理

までをワンストップで解決するソリューションを提供しています。 

主力サービスである「enpay」「koufuri+」のビジネスモデルは、複数の特許権を取得しています。また、施

設と保護者双方の物理的・心理的負担の軽減につながる UI/UX に優れたユーザー画面を開発・提供していま

す。 

2018 年 11 月の創業以来、成長を続けており、導入施設数は全国の保育園やこども園、幼稚園、学童施設を

中心に 2,400 施設を超え（※3）、多くの自治体への導入も進んでいます。 

 

 

https://www.enpay.co.jp/corporation
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【GMO ペイメントゲートウェイ株式会社について】 

オンライン化・キャッシュレス化・DX などを支援する決済を起点としたサービスを提供しています。年間決

済処理金額は 18 兆円を超えており、オンライン総合決済サービスは EC 事業者や NHK・国税庁等の公的機

関など 15 万店舗以上の加盟店に導入されています。 

決済業界のリーディングカンパニーとして、オンライン総合決済サービス、対面領域での決済サービス、後

払い・BNPL（Buy Now Pay Later）、金融機関・事業会社への BaaS 支援、海外の先端 FinTech 企業への戦

略的投融資など、決済・金融技術で社会イノベーションを牽引し、持続可能な社会の実現と社会の進歩発展

に貢献してまいります。（2024 年 9 月末時点、連結数値） 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

【GMO ペイメントゲートウェイ株式会社】（URL： https://www.gmo-pg.com/ ） 

会 社 名 GMO ペイメントゲートウェイ株式会社（東証プライム市場 証券コード：3769） 

所 在 地 東京都渋谷区道玄坂１丁目 2 番 3 号 渋谷フクラス 

代 表 者 代表取締役社長 相浦 一成 

事 業 内 容 ■総合的な決済関連サービス及び金融関連サービス 

資 本 金 133 億 23 百万円 

【GMO インターネットグループ株式会社】（URL： https://www.gmo.jp/ ） 

会 社 名 GMO インターネットグループ株式会社（東証プライム市場 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容 ■インターネットインフラ事業   ■インターネット広告・メディア事業 

■インターネット金融事業     ■暗号資産事業 

資 本 金 50 億円 

  Copyright (C) 2025 GMO Payment Gateway, Inc. All Rights Reserved. 

 

●GMO インターネットグループ株式会社 

グループ広報部 PR チーム 山崎 

TEL：03-5456-2695 

お問い合わせフォーム： 

https://www.gmo.jp/contact/press-inquiries/ 

【報道関係お問い合わせ先】 

●GMO ペイメントゲートウェイ株式会社 

 企業価値創造戦略統括本部 広報部 

TEL：03-3464-0182 

 お問い合わせフォーム： 

https://contact.gmo-pg.com/m?f=767  

https://www.gmo-pg.com/
https://www.gmo.jp/
https://www.gmo.jp/contact/press-inquiries/
https://contact.gmo-pg.com/m?f=767

